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学校運営協議会実施報告書（兼）議事録

狛江第四中学校長 工藤　聡

狛江第五小学校長 細谷　俊太郎

会議 令和６年度第２回四中ゾーン学校運営協議会

実施日時 令和６年９月４日　　９時30分　～　10時40分

実施場所 狛江第五小学校　会議室

１　出席者

２　欠席者

髙木、内海、豊島、新井、山田

３　傍聴 ０

４　議題

５　内容

千葉、石賀、梅本、住友、佐野、上田、三野、 細谷、工藤、※緑野小学校亀田校長（関係者として
出席）

（１）各校の現状報告について
（２）学校評価について

（１）各校の現状報告について
○狛江第五小学校
・１学期は、学級経営や仲間づくりに力を入れ、ＱＵアンケートでは親和型の学級が増えた。
・時間外在校等時間（80時間以上）をしている教員は、１学期は２人で各１回。
・夏季休暇中は、９時から11時の間、図書室を開放し、子供、保護者が毎日10人程度来校した。
○狛江第四中学校
・８月30日（金）は、台風のため休校した。　
・サッカー部、合唱部、吹奏楽部は、都大会に出場した。
・夏季休暇中は、９時から12時の間、自習室を開室した。生徒の学びの場を設定し、延べ30名ほど
が利用した。
・働き方改革のため、合唱祭の組画を無くして、プログラムの表紙絵とした。
・令和８年度の修学旅行は、行き先変更を検討している。
○緑野小学校
・２学期は、１学期登校渋りがちの児童が登校している姿が見られた。
・２学期は、みどりンピックや記念式典などを開催する予定である。
・時間外勤務が45時間以上の教員は、ドクターと面談をしており、昨年度と比較し時間外勤務が
減った。
【主な意見】
・自習教室をすることで時間外勤務は減るのか。→勤務時間のため増減はない。

（２）学校評価について
○１学期に学校評価を実施した狛江第五小学校の報告について
・質問項目の１～10は学校設定、11～16は市教委設定。　
・本年度からは、教員の取組目標を新規に起こした。
・達成度は、達成値÷目標値（80％以上＝Ａ、60％以上＝Ｂ、60％未満＝Ｃ）としている。
・委員には、監査（学校の評価が適切かどうかを判断）していただきたい。
【主な意見】
・学校のイベントをお知らせしてほしい。→行事だけでなく、通常の授業等も御来校ください。
・教員と話せる機会が増えるとよい。→検討する。
・分析コメントに改善策を含めてよいのではないか。市教委の項目は別にしてよいのではないか。



※校長印は不要
※内容は簡潔に箇条書き
※内容は別紙添付も可

→検討する。
・質問項目が適切なのか見直しが必要ではないか。評価項目数が多い、重点項目としてはどうか。
→質問項目や評価項目数は、今後、検討していく。
・市教委の質問項目の結果は、市教委からＣＳでも活用できるような資料を配布してほしい。


